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今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
１

件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
19
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

松
尾
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
に

つ
い
て

　

新
ご
み
焼
却
施
設
建
設
候
補
地

周
辺
住
民
に
対
し
、自
区
外
処
理
・

広
域
連
携
と
い
う
言
葉
を
軽
々
し

く
口
に
し
て
施
設
建
設
の
見
直
し

を
ほ
の
め
か
し
た
市
長
の
言
動

は
、
建
設
候
補
地
周
辺
住
民
お
よ

び
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
著
し
く

損
な
い
、
本
市
の
ご
み
処
理
施
策

を
一
層
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
、
本

市
の
ご
み
行
政
の
理
念
に
立
ち

返
っ
た
誠
実
な
対
応
が
望
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
松
尾
市
長
の
責
任
を

問
い
、
猛
省
を
強
く
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
決
議
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

限
ら
れ
た
職
員
数
や
財
源
の
中

で
、
組
織
の
合
理
化
を
図
り
な
が

ら
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
み
、

本
市
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
課

題
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
各
部
局
間
の
連
携
強
化
に

よ
っ
て
関
連
性
の
深
い
事
業
に
つ

い
て
、
相
乗
効
果
を
高
め
る
と
と

も
に
、
職
員
の
意
識
改
革
強
化
を

図
る
こ
と
等
の
目
的
の
た
め
、
市

長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分
掌

さ
せ
る
部
の
組
織
お
よ
び
事
務
分

掌
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

条
例

第73号 鎌倉市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第77号 鎌倉市子どもの家条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第78号 鎌倉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可決

そ
の
他

第66号 不動産の取得について（鎌倉近郊緑地特別保全地区内の土地の取得） 可決

第67号 指定管理者の指定について（スポーツ施設） 可決

第68号 指定管理者の指定について（子どもの家および放課後子どもひろば） 可決

第81号 鎌倉市監査委員の選任について 同意

補正
予算 第79号 平成29年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）（機構改革に係る事

業費、私立保育所等整備事業費の追加等） 可決

議会
議案 第７号 松尾市長に対する問責決議について 可決

請願 第２号 北鎌倉に住む子供を持つ親として北鎌倉隧道の安全対策を早急に
促すことを再度求める請願書 採択
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ヴ
ィ
ジ
ョ
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考
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鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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会

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

池
田　
　
実

伊
藤　
倫
邦

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

飯
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眞
毅

松
中　
健
治
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○：賛成　－：反対

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�山田直人議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※12月定例会では市長提出議案19件、議員提出議案１件、請願１件の採決を行いました。
   下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

12
月
定
例
会
は
、
松
尾
市
長
３

期
目
の
最
初
の
議
会
で
し
た
。
本

会
議
で
は
松
尾
市
長
の
選
挙
公
約

で
あ
る
「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２

１
鎌
倉
」「
福
祉
政
策
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。

市
民
の
「
共
生
」
を
掲
げ
た
松
尾

市
長
へ
共
感
が
出
さ
れ
る
一
方
、

注
文
や
行
政
計
画
と
の
関
連
で
の

問
題
点
、
作
成
の
過
程
の
透
明
性

な
ど
、
活
発
な
論
議
が
伝
わ
る
よ

う
、
議
会
広
報
委
員
会
で
も
工
夫

を
し
ま
し
た
が
、
お
伝
え
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
の

が
議
員
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
と
論
議
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�

（
武
野　

裕
子
）

　
議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長　
河
村　
琢
磨

�

副
委
員
長　
日
向　
慎
吾

�

委　
　
員　
志
田　
一
宏

�

委　
　
員　
武
野　
裕
子

�

委　
　
員　
西
岡　
幸
子

�

委　
　
員　
池
田　
　
実

�

委　
　
員　
保
坂　
令
子

編
集
後
記

す
。
関
係
条
例
の
整
備
を
行
い
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
が
推
奨
す
る
「
放
課
後
子
ど

も
総
合
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
か
ら
順
次
「
放

課
後
か
ま
く
ら
っ
子
」
と
し
て
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
ず
平
成
30
年
に
、
子
ど
も
の
家

と
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
の
複
合

施
設
を
深
沢
小
学
校
の
敷
地
内
に

建
設
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
ふ

か
さ
わ
子
ど
も
の
家
「
す
ず
め
」

の
利
用
定
員
を
１
１
７
人
か
ら
60

人
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。�

放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
の
開
設
に

あ
わ
せ
、
平
成
30
年
６
月
９
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

機
構
改
革
に
係
る
経
費
、
児
童

手
当
交
付
金
に
係
る
返
還
金
、
私

立
保
育
所
等
整
備
事
業
費
に
係
る

経
費
の
追
加
等
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億

７
６
６
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
６
０
１
億
８
８

６
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
５
３
６
万

８
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
１
７
２
億
１
７
３
６
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
い
ず

れ
も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
体
育
館
、
大
船
体
育
館
、

鎌
倉
武
道
館
お
よ
び
見
田
記
念
体

育
館
の
指
定
管
理
者
を
、
鎌
倉
ス

ポ
ー
ツ
ブ
リ
ッ
ジ
共
同
事
業
体
に

指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
に
定

め
る
鎌
倉
市
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
の

家
「
す
ず
め
」
お
よ
び
鎌
倉
市
せ

き
や
子
ど
も
の
家
「
や
ま
ゆ
り
」

な
ら
び
に
鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も

ひ
ろ
ば
条
例
に
定
め
る
放
課
後
子

ど
も
ひ
ろ
ば
ふ
か
さ
わ
お
よ
び
放

課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
せ
き
や
の
指

定
管
理
者
を
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

《
人
事
案
件
》

監
査
委
員

　

監
査
委
員
に
、
次
の
方
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総

員
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

八
木　

隆
太
郎
氏
（
玉
縄
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
29
年
12
月
18
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

今定例会で、下記の決議に係る議会議案を可決しました。
可 決 し た 決 議

松尾市長に対する問責決議
　鎌倉市は、平成27（2015）年４月、新ごみ焼却施設の建設候補地を、ごみ焼却施設用地検討部会
における第２次選定結果の４候補地の中から、山崎浄化センターの未活用地にすると公表した。
　これに対し、同年10月には、近隣の自治・町内会を中心に建設に反対する住民の会が組織され、
既に下水処理施設がある場所にごみ焼却施設を持ってくることは、負担の公平性・平等性において
問題であることや交通渋滞への懸念などを訴えており、新ごみ焼却施設の建設に係る住民合意は進
んでいない。
　そうした状況下で、松尾市長は住民の会との話し合いの席で、「協議の枠を広げたい」として、
ごみの自区外処理や逗子市・葉山町との広域連携に言及した。当該話し合いが持たれたのは、鎌倉
市長選告示日直前の本年10月11日である。この市長発言は、出席者が「逗子市に焼却を委ねて山崎
浄化センターでの施設建設を行わない」という意味に捉えることを意図した発言であると考えざる
を得ない。
　新焼却施設の建設は行政計画に位置づけられており、また逗子市・葉山町との広域連携の覚書に
基づく実施計画は、逗子市・葉山町とともに現在策定中である。松尾市長が建設候補地周辺住民を
前に、自区外処理・広域連携という言葉を軽々しく口にして施設建設の見直しをほのめかしたのは、
市政のトップ、責任者として極めて不適切である。そのため、本定例会の一般質問及び観光厚生常
任委員会において、市長は発言の真意を繰り返し問われたが、答弁は終始不明瞭であった。
　市長の言動は、建設候補地周辺住民及び議会との信頼関係を著しく損ない、本市のごみ処理施策
を一層混乱させるものである。これまでの経過を踏まえ、本市のごみ行政の理念に立ち返った誠実
な対応が望まれる。
　よって、本市議会は松尾市長の責任をここに問い、猛省を強く求めるものである。
　以上、決議する。
　　　平成29年12月22日
� 鎌　倉　市　議　会

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

平
本　

恭
子
氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

山
田　

隆
二
氏
（
笛
田
在
住
）

入
野　

裕
江
氏
（
笛
田
在
住
）

眞
壁　

成
子
氏
（
材
木
座
在
住
）

曽
根　

民
子
氏
（
笛
田
在
住
）

渋
沢　

直
美
氏
（
二
階
堂
在
住
）

金
子　
　

彰
氏
（
植
木
在
住
）

菱
田　

惠
子
氏
（
小
袋
谷
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。


